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一料理のクレオール化の一例として
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目的　ニョニヤ料理はシンガポールを代表する料理である。その語源はシンガポール成

立の起源との関係が深い。つまり約400年以上前に、中国人がイギリスの海峡植民地と呼

ばれたマラッカ・ペナン・シンガポールへ移民を行い、そして現地のマレ ー女性と結婚し

て定住していく。そしてその妻たちはニョニヤと呼ばれた。そしてその女性たちが作る料

理がニョニヤ料理として体系化していった。すなわちニョニヤ料理とは、中国料理とマレ

ー料理のクレオールである。この料理を調査することにより、アジアの食の特徴のひとつ

を考察する。

方法　文献調査、現地調査

結果　ニョニヤ料理は二つの料理の単なる融合ではなく、特に中国移民たちの食に関し

てのコンセプト が大きく影響しているといえる。中国料理の３つの前提、つまり身近な材

料を生かす・郷土色豊か・メニューの中に始祖の土地への懐古を残していることを踏まえ、

シンガポールが存在するマレー半島の地理的条件とその風土の特徴である包括性に裏付け

られた料理であることが明確になった。

2Ap- 3　　　　　 『 中 国 菜 譜 』 一山 東一　献 立 名 の 構 成 要 素

名古屋女大短大　　　○南　廣子　　 舟橋　由美

《目的卜 前報と同様の目的で『中国菜譜J の山東編を取り上げ、献立名の構成要素の分

析と、地域の特徴を明らかにし、他の省との比較を行った。

《方法》資料は『中国菜譜』山東（1978 年中国財政経済出版社）を用いた。全献立名に

ついて以下の項目に従い分類をした。献立名を構成する要素の文字数、調理法、食品名、

形状、その他の用語、献立名における各要素の組合せについて、集計を行い検討をした。

《結果》『中国菜譜』山東の全献立数は220例、主材料別に肉菜類20. 5%、水産菜類29.6

%、禽蛋菜類18.6!li、甜菜類1.1%、素菜類12.1%、その他の菜類10. 9%の配分であった。ここ

でも野味料理は収集されず、地理的条件からみて沿岸部に位置する他省の割合に近かった。

献立名の構成要素の中で、文字数は2～6文字で記載され、平均文字数は3.94であった。

調理法の出現率は26.8%で、主な調理法は水を熱の媒体にした調理系が00. 0/0、油脂を熱の

媒体にした調理系はQt:.Oft;と大差はない。仕上げの調理は8. % 、直火系1A% 、蒸気系5.4%、

冷菜,% であった。また、献立名中に出現する食品名は38.9%と高く、肉類21食品で31.8%、

水産類24食品で26,4%、野菜類が12. 3%などであった。形状はB.5%が表記されており、11種

類の用語、特に片、絲 、条などがあった。その他の用語は21.6%で、色・味・香・鮮度・

食感や仕上がりの状態を宝石、花鳥風月などに例えた用語が献立名に彩りを添えていた。

数を示す２・３・８・９・百・什錦などが約A. 2%であった。

以上、献立名中にみる各要素の組合せをみると、食品名ではじまる献立名は21.4%、調理

法ではじまる献立名は44. % 、その他の用語は29. % 、数では4.5%であった。
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